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発行責任者／千島直樹 

住所：千葉県印西市浦部 163-5 

電話：0120-080-134 

HP：http://senjyukan.sukkiri.org/ 

ご相談ﾒｰﾙ：rqqrq026@ybb.ne.jp 

定休日：火曜日・水曜日 

【当院では、交通事故の専門治療が可能です】 

交通事故によるケガの治療や保険会社との 

様々な対応は当院にお任せ下さい。おケガの 

状態に合わせて早期回復治療をお受けします。 

早期回復治療を受けることで元気な体に戻り 

体が早く楽になります。自賠責治療でも患者様

の

一切治療費はかかりませんのでご安心下さい! 

書類のやり取りや慰謝料の問題などは・・ 

当院の信頼できる顧問弁護士の先生が、 

 

バックアップしてくれます。 

悩まないで大丈夫です!(^^)! 

お気楽にご相談下さい。 

＜いそがしいひとに＞ 

・もっと健康になりたい。 

・もっと、キレイになりたい。 

・もっと、速さを伸ばしたい。 

・もっと、イキイキと生きたい。 

 

 

 

こんにちは、院長の千島です。 あっと言う間にお正月も

過ぎ、２０20年も２月を迎えましたね。今月は何と言って

も【新型コロナウイルスの問題】と【東京オリンピック】

があります。 また、学生の方は受験シーズン真っ盛りで

はないでしょうか。 １年で最も寒いこの季節、オリンピ

ックを楽しむため、受験で力を出し切るためにも、しっか

り【免疫をアップ】して体調管理されて下さいね。 とこ

ろで、この時期特に気をつけて頂きたいのが「インフルエ

ンザ」と「ノロウイルス」です。 『インフルエンザ』の

感染力はとても強く、日本では毎年約１千万人、約１０人

に１人が感染しているそうです。 突然高熱が出て、倦怠

感や関節痛を伴うようであれば、インフルエンザの可能性

大ですから、すぐに病院へ行かれて下さいね。 発症から

４８時間以内に「抗インフルエンザウイルス薬」を服用す

ると、早く回復する可能性も高まるそうです。 インフル

エンザは事前に予防接種を打っておくと、発症の危険性も

減って重症化も防ぐことができるでしょう。 また、同じ

く冬場に気をつけなければならないのが『ノロウイルス』

による食中毒や感染性胃腸炎です。 これらに感染してし

まうと、吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、微熱などの症状が数

日間続きます。 インフルエンザほど長く苦しむことはあ

りませんが、お子さんやご高齢の方は嘔吐物を詰まらせ、

窒息してしまう危険もありますので注意が必要です。 ノ

ロウイルスは食品からも感染しますから、食材はよく加熱

し、調理器具などは使用後すぐに洗って、熱湯で１分以上

加熱してから使うようにしましょう。 冬場に流行るこの

２つの感染症、どちらも気をつけなければならないのは感

染経路を経つことです！ 「帰宅時」「調理前後」「感染し

た人の手当をした後」などは、徹底した手洗いを心がけて

下さいね。 また、どちらも体の免疫力が弱っていると感

染しやすくなり、感染したときに症状が重くなってしまう

恐れがあります。 これは年間を通して言えることですが、

普段から「十分な睡眠」「バランスの良い食事」「適度な運

動」を心がけ、免疫力を高めておきましょう。 

http://senjyukan.sukkiri.org/
mailto:rqqrq026@ybb.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さまざまなストレスがホルモン環境の不調や低体温人間をつくる・・・ 

 

健やか情報【令和２年度 2月号：低体温と生活習慣】＜第 37章＞ 
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